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論
文
要
旨

　
『
田
氏
家
集
』
は
平
安
前
期
に
活
躍
し
た
官
人
島
田
忠
臣
の
漢
詩
二
百
首
余

り
を
集
め
た
私
家
集
で
あ
る
。
ま
た
、『
都
氏
文
集
』
も
同
時
代
の
官
人
都
良

香
の
漢
詩
文
を
集
め
た
私
家
集
で
あ
り
、
そ
の
内
現
在
七
十
作
品
余
り
が
伝
存

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
平
安
前
期
の
本
邦
の
漢
語
受
容
の
状
況
を
窺
え
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
二
集
の
全
文
を
調
査
し
、
同
字
反
復
の
形
態

を
持
つ
畳
語
三
十
種
（
延
べ
三
十
八
例
）
を
抽
出
し
た
。
畳
語
は
中
国
語
音
に

よ
っ
て
語
義
を
構
成
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
用
例
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
本

邦
に
お
い
て
ど
の
程
度
当
時
の
中
国
語
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
た
の
か
を
概
観

す
る
資
料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

田
氏
家
集
、
都
氏
文
集
、
畳
語
、
漢
語
、
日
本
漢
文
】

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
執
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
平
安
前
期
以
前
の
本
邦
漢
詩
文
に
お
け
る
畳
語

の
使
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
き
た
（
中
山
（
二
〇
二
二
甲
）、
他
）。

そ
の
中
で
、
畳
語
は
主
に
擬
声
語
の
性
質
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
中
国
語
音
に

従
っ
て
意
味
を
構
成
し
て
い
る
特
徴
を
持
ち
、
本
邦
独
自
の
、
い
わ
ゆ
る
和
習

の
語
が
生
ま
れ
に
く
い
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
う
し
た
畳
語
の
特
質
を
踏

ま
え
、
当
時
本
邦
で
用
い
ら
れ
て
い
た
畳
語
の
用
例
を
調
査
し
、
本
邦
に
お
け

る
中
国
語
へ
の
理
解
が
ど
の
程
度
深
ま
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
本

稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
島
田
忠
臣
の
漢
詩
集
『
田
氏
家
集
』
と
、
都
良
香
の
漢
詩
文
集

『
都
氏
文
集
』
の
二
集
に
用
い
ら
れ
た
全
て
の
畳
語
を
一
覧
に
ま
と
め
、
報
告

す
る
。
島
田
忠
臣
と
都
良
香
は
、
共
に
平
安
前
期
に
お
い
て
第
一
線
で
漢
詩
文

を
学
び
作
品
を
残
し
た
人
物
で
あ
り
、
両
集
は
当
時
の
日
本
漢
詩
文
の
様
相
を

概
観
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
重
複
語
形
調
査
（
二
）

─
─ 『
田
氏
家
集
』『
都
氏
文
集
』
畳
語
一
覧 

─
─
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二
、『
田
氏
家
集
』
畳
語
用
例

　

本
章
で
は
、『
田
氏
家
集
』
中
に
用
い
ら
れ
た
畳
語
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

『
田
氏
家
集
』
は
三
巻
か
ら
な
る
島
田
忠
臣
の
漢
詩
集
で
あ
り
、
二
一
三
首
の

詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
島
田
忠
臣
は
天
長
五
年
（
八
二
八
）
生
、
寛
平
四
年

（
八
九
二
）
卒
の
官
人
で
、
菅
原
道
真
の
岳
父
に
も
当
た
る
人
物
で
あ
る
。

　

ま
ず
、『
田
氏
家
集
』
の
畳
語
の
用
例
数
に
つ
い
て
、
以
下
表
一
に
ま
と
め

た
。
用
例
数
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
は
後
段
の
表
二
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

一
首
当
り
畳
語
数
か
ら
、『
田
氏
家
集
』
に
お
い
て
は
約
十
首
に
一
例
の
頻

度
で
畳
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
、
調
査
で
得
ら
れ
た
全

畳
語
用
例
を
表
二
（
次
頁
）
に
掲
出
し
た
。

《
表
二
凡
例
・
畳
語
用
例
調
査
方
法
》

○　

 『
田
氏
家
集
』
を
全
文
、
二
度
通
覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
査
し
、
畳
語

（
同
字
反
復
の
熟
語
）
を
全
て
抽
出
し
た
。
畳
語
と
は
な
ら
な
い
同
字
の

連
続
は
『
田
氏
家
集
全
釈
』
の
解
釈
を
参
考
に
、
文
脈
を
判
断
し
て
除
い

た
。
掲
載
語
順
は
現
代
仮
名
遣
い
音
読
み
（「
読
み
」
欄
記
載
）
の
五
十

音
順
と
し
た
。

○　

 『
田
氏
家
集
』
本
文
は
中
村
璋
八
・
島
田
伸
一
郎
『
田
氏
家
集
全
釈
』（
以

下
全
釈
本
と
略
記
す
る
）
に
拠
り
、
各
語
の
「
用
例
所
在
」
は
全
釈
本
の

作
品
番
号
に
よ
っ
て
示
し
た
。
な
お
、『
田
氏
家
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
作
品
の
文
種
は
全
て
詩
で
あ
る
（
詩
序
を
含
む
）。

○　

 「
全
唐
詩
用
例
数
」
に
は
、『
全
唐
詩
検
索
系
統
』
の
検
索
結
果
に
お
け
る

各
語
の
用
例
数
を
記
し
た
。
検
索
結
果
の
各
例
文
は
精
査
し
て
い
な
い
た

め
、
畳
語
で
は
な
い
単
な
る
同
字
連
続
の
例
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

異
体
字
や
通
用
字
等
で
検
索
し
た
語
に
つ
い
て
は
、そ
の
字
を
記
載
し
た
。

　

こ
こ
で
、『
全
唐
詩
』
に
一
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
畳
語
「
親
親
」
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
『
田
氏
家
集
』
の
用
例
を
確
認
す
る
。

◎
『 

田
氏
家
集
』
巻
之
下　

一
五
〇
「
喜
勝
闍
梨
昇
法
橋
」﹇
本
文
・
訓
読
文

は
全
釈
本
に
よ
る
﹈

親
親
曾
忝
一
家
遊　
　

親
親　

曾
て
は
忝
く
す　

一
家
の
遊

道
境
初
看
寵
擢
優　
　

道だ
う

境け
い

初
め
て
看
る　

寵
擢
の
優
な
る
を

飛
錫
断
将
時
醒
酔　
　

錫
を
飛
ば
し
て　

断
ち
て
時
と
醒
酔
し

護
珠
休
与
世
沈
浮　
　

珠
を
護
り
て　

休い
こ

ひ
て
世
と
沈
浮
す

（
後
略
）

【
表
一
】　
『
田
氏
家
集
』
畳
語
数

『
田
氏
家
集
』

作
品
数

畳
語

異
な
り
語
数

畳
語

延
べ
語
数

一
首
当
り

畳
語
数

213
首

19
語

24
例

0.11
例

※
「
一
首
当
り
畳
語
数
」
は
小
数
第
三
位
以
下
四
捨
五
入
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詩
題
に
も
あ
る
が
、「
勝
闍
梨
」（
全
釈
本
に
よ
る
と
勝
延
）
が
法
橋
上
人
位

に
昇
る
お
祝
い
に
贈
っ
た
詩
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
詩
の
冒
頭
に
「
親
親
」
は

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
全
釈
本
で
は
訓
み
下
し
文
に
お
い
て
は
振
り
仮
名
も
付

さ
れ
ず
、
解
釈
欄
に
て
単
に
「
親
戚
。」
と
だ
け
解
さ
れ
て
い
た
。

　
「
親
親
」
の
辞
書
語
釈
と
し
て
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
「
❶
愛
自
己
的
親

属
。
❷
親
属；

親
戚
。
❸
対
心
上
人
的
昵
称
。
❹
至
親；

非
常
親
愛
。
❺
猶
親

熱
、
親
切
。」
と
あ
り
、『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
第
二
版
）』
に
は
「
㊀
み
よ
り

の
者
を
し
た
し
み
愛
す
る
。
又
、
父
母
を
し
た
し
む
。
㊁
親
戚
を
い
ふ
。」
と

あ
っ
た
。
忠
臣
詩
の
例
も
、
全
釈
本
で
は
「
親
戚
」
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、『
漢

語
大
詞
典
』
❶
・『
大
漢
和
辞
典
』
㊀
の
「
親
族
を
親
し
む
」
の
意
味
に
も
解

釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
い
は
、
曾
て
勝
闍
梨
に
懇
意
に
し
て
も
ら
っ

た
事
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、『
漢
語
大
詞
典
』
❹
の
「
至
親
」（「
大
変
親
し
い
」

本
稿
執
筆
者
意
訳
）
の
意
に
も
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。
以
下
中
国
に
お
け
る
用
例

を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
『
孟
子
』
に
一
例
確
認
で
き
た
。

○
『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
﹇
訓
読
含
め
『
新
釈
漢
文
大
系
四
』
に
よ
る
﹈

於
民
也
、
仁
之
而
弗
親
。
親
親
而
仁
民
、
仁
民
而
愛
物
。

民
に
於
け
る
や
、
之
を
仁
す
れ
ど
も
親
し
ま
ず
。
親し

ん

を
親
し
み
て
民
を
仁

し
、
民
を
仁
し
て
物
を
愛
す
。

　

こ
の
「
親
親
」
に
つ
い
て
『
新
釈
漢
文
大
系
四
』
で
は
、
下
を
「
親し

ん

」（
親
族
）

【
表
二
】　
『
田
氏
家
集
』
畳
語
一
覧

語
例

読
み

用
例
所
在
（
作
品
番
号
）

全
唐
詩
用
例
数

1

云
云

ウ
ン
ヌ
ン

一
六
七

22

2

看
看

カ
ン
カ
ン

八
五

42

3

玄
玄

ゲ
ン
ゲ
ン

二
〇
六

7

4

遑
遑

コ
ウ
コ
ウ

八
三
、
一
四
二

16

5

処
処

シ
ョ
シ
ョ

四
九
、
一
〇
一

處
348

6

親
親

シ
ン
シ
ン

一
五
〇

1

7

寸
寸

ス
ン
ス
ン

四
〇

14

8

声
声

セ
イ
セ
イ

一
五
七

聲
81

9

凄
凄

セ
イ
セ
イ

一
二

淒
106

10

棲
棲

セ
イ
セ
イ

八
三
※
（
捿
捿
）、
一
四
二

22

11

寂
寂

セ
キ
セ
キ

一
六

246

12

続
続

ゾ
ク
ゾ
ク

一
三
六
序
※

續
2

13

朝
朝

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ

一
四
一

163

14

年
年

ネ
ン
ネ
ン

一
六
九
、
一
六
九

565

15

亹
亹

ビ
ビ

一
六
七

12

16

彬
彬

ヒ
ン
ピ
ン

一
六

5

17

紛
紛

フ
ン
プ
ン

五
、
一
二
一

309

18

綿
綿

メ
ン
メ
ン

四
〇

65

19

了
了

リ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ

一
九
九

18

※ 

10
「
棲
棲
」
の
内
、
詩
八
三
で
は
「
捿
捿
」（
手
偏
）
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、『
漢
語
大
詞
典
』

並
び
に
『
大
漢
和
辞
典
修
訂
第
二
版
』
に
よ
る
と
「
捿
」
は
「
棲
」（
木
偏
）
と
通
用
と
さ
れ
て
い

る
。『
田
氏
家
集
』
の
詩
八
三
に
お
け
る
「
捿
捿
」
と
詩
一
四
二
に
お
け
る
「
棲
棲
」
も
、
文
脈
上

同
等
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
表
で
は
「
棲
棲
」
に
一
括
し
た
。

※ 

12
「
続
続
」
の
詩
一
三
六
の
例
は
詩
序
中
の
用
例
で
あ
る
。



人文 22 号（2023）

（76） 151

と
目
的
語
に
訓
み
、「
親
族
を
親
し
む
」
意
味
に
取
っ
て
い
た
。

　

次
に
、『
全
唐
詩
』
で
一
例
の
み
検
索
さ
れ
た
用
例
を
引
用
す
る
。

○ 

『
全
唐
詩
』
巻
八
二
八　

貫
休
「
施
萬
病
丸
」﹇『
全
唐
詩
検
索
系
統
』
よ
り
﹈

（
前
略
）

薬
王
薬
上
親
兄
弟　

救
人
急
於
己
諸
体

玉
毫
調
御
偏
讚
揚　

金
輪
釈
梵
咸
帰
礼

賢
守
連
心
亦
相
似　

不
吝
親
親
拘
子
子

曾
聞
古
徳
有
深
言　

由
来
大
士
皆
如
此

　

貫
休
は
唐
末
か
ら
五
代
に
か
け
て
の
僧
で
あ
り
、
時
代
と
し
て
は
忠
臣
よ
り

も
後
世
の
用
例
と
な
る
。
こ
こ
で
は
同
句
中
に
「
子
子
」（
子
は
子
た
り
。『
論

語
』
顔
淵
な
ど
に
例
が
あ
り
、
子
は
子
と
し
て
の
道
を
尽
く
す
べ
き
、
と
い
う

意
味
）
と
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
対
応
す
る
「
親
親
」

も
、「
親
は
親
た
り
」（
親
は
親
の
道
を
尽
く
す
）
と
解
釈
す
べ
き
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
僧
の
詩
作
で
あ
る
だ
け
に
「
金
輪
」
な
ど
仏
教
語
も
散
見
さ
れ
る

が
、
忠
臣
の
詩
も
阿
闍
梨
に
贈
っ
た
内
容
で
あ
り
、
共
に
仏
教
に
関
わ
る
点
は

興
味
深
い
。
た
だ
、「
親
は
親
た
り
」
と
い
う
解
釈
は
、
忠
臣
詩
の
文
脈
に
は

合
わ
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。

　
「
親
親
」
に
つ
い
て
は
、
唐
詩
に
は
ほ
ぼ
用
い
ら
れ
な
い
語
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
く
、
忠
臣
は
『
孟
子
』
な
ど
の
中
国
文
献
か
ら
こ
の
語
を
学
ん
だ
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

三
、『
都
氏
文
集
』
畳
語
用
例

　

本
章
で
は
、『
都
氏
文
集
』
中
に
用
い
ら
れ
た
畳
語
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

『
都
氏
文
集
』
は
、
都
良
香
の
個
人
詩
文
集
で
あ
る
。
元
の
巻
数
は
未
詳
で
あ

る
が
、
現
在
三
巻
分
、
計
七
十
二
作
品
が
伝
存
す
る
。
伝
存
作
品
の
種
別
内
訳

は
、
賦
３

・
論
１

・
銘
序
１

・
銘
５

・
讃
７

・
表
10
・
詔
書
５

・
勅
書
９

・
勅

符
５

・
牒
１

・
状
９

・
対
策
２

・
策
問
８

・
策
判
４

・
省
試
詩
判
２

（
分
類
は

中
村
・
大
塚
『
都
氏
文
集
全
釈
』
に
拠
る
）
で
あ
り
、
賦
３

首
（
内
一
首
は
題

の
み
残
存
）
以
外
の
六
十
九
作
品
は
全
て
散
文
作
品
と
な
る
。
都
良
香
は
承
和

元
年
（
八
三
四
）
生
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
卒
の
官
人
で
あ
る
。

　

ま
ず
表
三
に
『
都
氏
文
集
』
の
畳
語
用
例
数
を
ま
と
め
た
。
用
例
数
の
調
査

方
法
に
つ
い
て
は
次
頁
記
載
の
表
五
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
『
都
氏
文
集
』（
残
存
分
）
は
先
述
の
通
り
ほ
ぼ
散
文
作
品
し
か
伝
わ
っ
て
い

【
表
三
】　
『
都
氏
文
集
』
畳
語
数

『
都
氏
文
集
』

作
品
数

畳
語

異
な
り
語
数

畳
語
延
べ
語
数

一
作
品
当
り

畳
語
数

72作

12語

賦

銘

讃

表

状

策
問

評

0.19例

2

1

2

2

2

4

1

計
14
例

※
「
一
作
品
当
り
畳
語
数
」
は
小
数
第
三
位
以
下
四
捨
五
入
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な
い
が
、「
一
作
品
当
り
畳
語
数
」
で
は
詩
の
み
を
収
録
し
た
『
田
氏
家
集
』

の
0.11
例
よ
り
も
多
い

0.19
例
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
一
作
品
当
た
り
の

畳
語
数
」
に
つ
い
て
、
中
山
（
二
〇
二
二
甲
）
掲
載
の
「
表
一　

上
代
・
中
古

前
期
の
本
邦
漢
詩
文
に
お
け
る
畳
語
用
例
数
」
よ
り
、
他
資
料
の
数
値
を
併
せ

比
較
の
た
め
以
下
表
四
に
ま
と
め
て
み
た
。

　

表
四
よ
り
、『
田
氏
家
集
』『
都
氏
文
集
』
と
『
懐
風
藻
』
の
み
一
作
品
当
り

畳
語
数
が
0.2
例
以
下
で
あ
り
、
そ
の
他
は
全
て
0.3
例
以
上
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
島
田
忠
臣
と
都
良
香
は
比
較
的
漢
詩
文
に
畳
語
を

用
い
な
か
っ
た
、
と
も
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
調
査
で
得
ら
れ
た
『
都
氏
文
集
』
全
畳
語
用
例
を
表
五
に
掲
出
し
た
。

《
表
五
凡
例
・
畳
語
用
例
調
査
方
法
》

○　

 『
都
氏
文
集
』
の
現
存
部
（
三
、
四
、
五
巻
）
を
全
文
、
二
度
通
覧
し
て

調
査
し
、
畳
語
（
同
字
反
復
の
熟
語
）
を
全
て
抽
出
し
た
。
掲
載
語
順
は

現
代
仮
名
遣
い
音
読
み
（「
読
み
」
欄
記
載
）
の
五
十
音
順
と
し
た
。

○　

 『
都
氏
文
集
』
本
文
は
中
村
璋
八
・
大
塚
雅
司
『
都
氏
文
集
全
釈
』（
以
下

全
釈
本
と
略
記
す
る
）
に
拠
り
、
各
語
の
「
用
例
所
在
」
は
全
釈
本
に
お

け
る
頁
数
に
よ
っ
て
示
し
た
。

○　

 

用
例
の
あ
る
作
品
の
文
種
も
「
用
例
所
在
」
頁
数
下
に
略
称
で
記
し
た
。

略
称
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
太
字
の
通
り
。
賦
=
賦
、
銘
=
銘
、
讃
=
讃
、
表

=
表
、
状
=
状
、
問
=
策
問
、
評
=
評
。

○　
「
全
唐
詩
用
例
数
」
の
調
査
方
法
は
表
二
に
同
じ
。

【
表
三
】　
『
都
氏
文
集
』
畳
語
数

『
都
氏
文
集
』

作
品
数

畳
語

異
な
り
語
数

畳
語
延
べ
語
数

一
作
品
当
り

畳
語
数

72作

12語

賦

銘

讃

表

状

策
問

評

0.19例

2

1

2

2

2

4

1

計
14
例

※
「
一
作
品
当
り
畳
語
数
」
は
小
数
第
三
位
以
下
四
捨
五
入

【
表
四
】　

上
代
・
中
古
前
期
の
漢
詩
文
集
に
お
け
る
一
作
品
当
り
畳
語
数

資
料
名

田
氏

家
集

都
氏

文
集

菅
家
文

草
後
集

懐
風

藻

凌
雲

集

文
華
秀

麗
集

経
国

集

唐
詩

選

白
居

易
詩

一
作
品
当

り
畳
語
数

0.11

0.19

0.40

0.14

0.39

0.36

0.47

0.32

0.84

※ 

中
山
（
二
〇
二
二
甲
）
掲
載
の
「
表
一　

上
代
・
中
古
前
期
の
本
邦
漢
詩
文
に
お
け
る
畳
語
用
例
数
」

よ
り
、
各
資
料
の
畳
語
延
べ
語
数
÷
作
品
数
と
し
て
算
出
。
小
数
第
三
位
以
下
四
捨
五
入
。「
白
居

易
詩
」
は
高
木
正
一
『
中
国
詩
人
撰
集　

白
居
易
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
に
よ
り
調
査
。

【
表
五
】　
『
都
氏
文
集
』
畳
語
一
覧

語
例

読
み

用
例
所
在
（
頁
数
・
文
種
）

全
唐
詩
用
例
数

1

一
一

イ
チ
イ
チ

一
七
二
問
、
一
八
五
問

111

2

汲
汲

キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

四
賦

18

3

皎
皎

キ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ

六
三
表

67

4

七
七

シ
チ
シ
チ

一
四
三
状
、
一
四
七
状

2

5

漸
漸

ゼ
ン
ゼ
ン

二
〇
三
評

31

6

忩
忩

ソ
ウ
ソ
ウ

四
賦

匆
33

7

蒼
蒼

ソ
ウ
ソ
ウ

六
三
表

367

8

団
団

ダ
ン
ダ
ン

二
二
銘

團
59

9

皤
皤

ハ
ハ

三
〇
讃

11

10

紛
紛

フ
ン
プ
ン

二
七
讃

309

11

明
明

メ
イ
メ
イ

一
八
五
問

31

12

六
六

ロ
ク
ロ
ク

一
七
二
問

1
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こ
こ
で
、
参
考
ま
で
、『
全
唐
詩
』
に
一
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
畳
語
「
六

六
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
『
都
氏
文
集
』
の
用
例
を
確
認
す
る
。

◎
『 

都
氏
文
集
』
巻
第
五
「
辨
地
震
」（
部
分
）﹇
本
文
・
訓
読
文
は
全
釈
本
に

よ
る
﹈

尽
清
餘
化
之
沢
、　
　
　
　
　
　
　

尽
く
餘
化
の
沢
に
清
め
ら
れ
、

娑
婆
世
界
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

娑
婆
世
界
は
、

争
鑽
遺
致
之
堅
。　
　
　
　
　
　
　

争
ひ
て
遺
致
の
堅
を
鑽
す
。

六
々
卅
六
、
六
種
動
之
名
難
分
、　

 
六
々
卅
六
、六
種
動
の
名
分
か
ち
難
く
、

一
一
各
三
、
三
因
縁
之
別
奚
辨
。　

 
一
一
各
三
、三
因
縁
の
別
奚
ぞ
辨
へ
む
。

　
「
六
六
」
は
九
九
と
し
て
36
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
辨
地
震
」

（
本
稿
執
筆
者
試
訳
・
地
震
に
つ
い
て
述
べ
よ
）
と
い
う
策
問
（
試
験
の
問
題

文
）
中
の
用
例
で
あ
る
が
、
文
脈
と
し
て
は
「
娑
婆
」「
因
縁
」
と
言
っ
た
仏

教
語
が
見
ら
れ
、
仏
教
に
関
わ
る
内
容
と
言
え
る
。
先
述
の
通
り
「
六
六
」
は

『
全
唐
詩
』
に
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
他
、『
全
唐
文
』
に
も
用
例
が
無
か
っ
た

（『
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
劃
』
に
よ
り
検
索
）。
た
だ
、
以
下
に
引
用
す
る
『
史

記
索
隠
』
や
、『
漢
書
』
顔
師
古
注
に
例
が
確
認
で
き
、
主
に
史
書
の
注
釈
に

用
例
が
見
出
せ
た
。

○
『
史
記
索
隠
』
巻
八
（
部
分
）﹇『
欽
定
四
庫
全
書
』
よ
り
﹈

以
六
甲
除
之
、
六
六
三
十
六
、
除
三
百
六
十
餘
五
、
故
云
大
餘
五
也
。

　

ま
た
こ
の
他
、『
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』（SA

T
2018

）
を
検
索
す
る
と
、

「
六
六
三
十
六
」
だ
け
で
も
三
十
六
例
あ
り
、
仏
典
に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ

た
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
都
氏
文
集
』
の
「
六
六
」
例
に
つ
い
て
も
仏

教
に
関
連
す
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
仏
典
に
拠
る

表
現
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

　
『
田
氏
家
集
』
と
『
都
氏
文
集
』
に
お
け
る
全
畳
語
の
調
査
結
果
を
提
示
し

た
。
畳
語
の
数
と
し
て
は
、『
田
氏
家
集
』
は
『
都
氏
文
集
』（
残
存
分
）
に
比

べ
て
一
作
品
当
た
り
の
用
例
数
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。『
田
氏

家
集
』
は
収
録
さ
れ
た
作
品
が
全
て
詩
で
あ
る
の
に
対
し
、『
都
氏
文
集
』
は

ほ
ぼ
散
文
作
品
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
文
体
差
が
あ
り
、
そ
の
点
を
考
慮

す
れ
ば
、
詩
よ
り
も
散
文
に
よ
り
多
く
畳
語
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
言

え
る
。
同
音
反
復
と
い
う
畳
語
の
性
質
か
ら
す
る
と
、
感
覚
と
し
て
は
韻
文
に

多
く
用
い
ら
れ
る
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
れ
と
は
逆
の
結
果
で
あ
る
。
た
だ
、

一
作
品
の
長
さ
（
文
字
数
）
が
、
散
文
作
品
の
方
が
長
い
と
い
う
要
因
も
あ
る

だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
表
四
か
ら
、
そ
も
そ
も
『
田
氏
家
集
』
と
『
都
氏
文
集
』
は
他
の
資
料

に
比
べ
て
一
作
品
当
り
の
畳
語
数
が
少
な
く
、
詩
の
み
を
集
め
た
『
凌
雲
集
』

や
『
文
華
秀
麗
集
』
よ
り
も
少
な
い
数
で
あ
る
事
も
分
か
っ
た
。
な
お
、『
凌
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雲
集
』
等
は
複
数
の
作
者
の
作
品
を
集
め
た
撰
集
で
あ
り
、
個
人
の
作
品
集
で

あ
る
『
田
氏
家
集
』『
都
氏
文
集
』
と
は
収
載
さ
れ
て
い
る
作
品
の
質
が
異
な
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ
れ
ら
の
畳
語
数
の
傾
向
は
島
田
忠
臣

と
都
良
香
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
表
現
に
お
け
る
個
性
か
ら
く
る
も
の
な
の
か
、

今
後
、『
本
朝
文
粋
』
な
ど
今
回
の
二
集
以
外
に
残
さ
れ
た
両
者
の
作
品
に
つ

い
て
も
調
査
を
し
て
、
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
白
居
易
な

ど
中
国
に
お
け
る
韻
文
と
散
文
の
畳
語
数
の
比
較
も
今
後
調
査
し
て
み
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
姉
妹
編
と
し
て
、『
経
国
集
』
の
畳
語
調
査
の
結
果
を
中
山
・

安
部
（
二
〇
二
四
）
に
て
報
告
予
定
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

中
村
璋
八
・
大
塚
雅
司
『
都
氏
文
集
全
釈
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年

中
村
璋
八
・
島
田
伸
一
郎
『
田
氏
家
集
全
釈
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年

中
山
大
輔
（
二
〇
二
二
甲
）「『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
を
中
心
に
見
た
上
代
・
中

古
前
期
の
漢
語
畳
語
の
受
容
│
併
せ
て
川
口
久
雄
氏
校
注
旧
大
系
の
「
適
〻
遇
」

を
「
適
遇
」
に
訂
す
」『
人
文
』
第
二
〇
号
、
二
六
五
│
二
九
四
頁

中
山
大
輔
（
二
〇
二
二
乙
）「『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
か
ら
見
た
仏
教
語
・
唐
代

口
語
の
受
容
│
畳
語
を
例
と
し
て
」『
東
洋
文
化
研
究
』
第
二
四
号
、
七
九
│
一

二
七
頁

中
山
大
輔
（
二
〇
二
三
）「
道
真
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
漢
語
研
究
（
其
三
・

『
全
唐
詩
』
に
稀
少
な
畳
語
篇
）「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」「
脛
脛
」
│
併
せ
て

川
口
久
雄
氏
校
注
旧
大
系
本
の
字
体
「
㷀
」
を
検
証
す
る
」『
学
習
院
大
学
国
語

国
文
学
会
誌
』
第
六
六
号
、
九
〇
│
一
〇
九
頁

中
山
大
輔
（
二
〇
二
三
）「
道
真
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
漢
語
研
究
（
其
四
・

鳴
き
声
を
表
す
畳
語
篇
）「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」」『
人
文
』
第
二
一

号
、
六
七
│
九
〇
頁

中
山
大
輔
・
安
部
清
哉
（
二
〇
二
四
）「
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
重
複
語
形
調
査
（
一
）

│
『
経
国
集
』
篇
│
（『
経
国
集
』
畳
語
一
覧
付
載
）」『
東
洋
文
化
研
究
』
第
二

六
号

中
山
大
輔
（
二
〇
二
四
）「『
菅
家
文
草
』
詩
句
「
𠮟
𠮟
」
校
異
│
「
𠮟
吒
」
か
「
吒
吒
」

か　

中
国
語
彙
の
受
容
と
し
て
│
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
五
二
輯

〈
参
考
資
料
〉

『
漢
語
大
詞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
六
年

『
佩
文
韻
府
』
索
引
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年

『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
第
二
版
）』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
年

『
全
唐
詩
検
索
系
統
』http://cls.lib.ntu.edu.tw

/tang/D
atabase/index.htm

l

『
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
』http://hanchi.ihp.sinica.edu.tw

/ihp/hanji.htm

『
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
劃
』https://ctext.org/zh

『
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
二
〇
一
八
版
）』https://21 

dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T

/

内
野
熊
一
郎
『
新
釈
漢
文
大
系
四　

孟
子
』
明
治
書
院
、
一
九
六
二
年

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
次
の
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
と
し
て
、
漢
語
の
本
邦
に
お
け
る

初
期
の
受
容
の
一
端
を
見
る
と
い
う
視
点
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
山
の
畳
語

研
究
の
一
環
で
も
あ
り
、
中
山
が
全
体
を
ま
と
め
、
安
部
が
加
筆
・
助
言
し
た
。

○
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
二
三
年
度
科
学
研
究
費　

基
盤
研
究
（C

）23K
00559

（
代

表
・
安
部
清
哉
）
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A
 survey of reduplicated w

ords in Japanese Chinese literature (II) 
—
 D
enshi-kasyu and T

oshi-bunsyu volum
e —

N
A
K
A
Y
A
M
A
 D
aisuke, A

B
E Seiya

　

D
enshi-kasyu is a private collection of over 200 Chinese poem

s w
rit-

ten by Shim
ada no T

adaom
i, during the Early H

eian period. T
oshi-

bunsyu is also a private collection of Chinese literary w
orks by 

M
iyako no Y

oshika, an official of the sam
e period, of w

hich m
ore than 

70 w
orks have been handed dow

n. Both collections are valuable m
ate-

rials that provide a glim
pse into the reception of Chinese in Japan 

during the Early H
eian period. T

his study exam
ines these tw

o collec-
tions in their entirety and identifies 31 exam

ples of tautological 
reduplication. Since reduplication is often com

posed of Chinese 
sounds, it is believed that this survey of exam

ples w
ould provide an 

overview
 of the extent to w

hich the understanding of Chinese in 
Japan at that tim

e had progressed.

　

K
ey W

ords: ‌�D
enshi-kasyu, T

oshi-bunsyu, reduplications, classical 
Chinese w

ords, kanbun.


